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　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

　ここに、中部飼料株式会社　第72期（2018年４
月１日から2019年３月31日まで）の中間株主通信
をお届けいたします。

　当中間連結累計期間におけるわが国経済は、企業
収益や雇用・所得環境の改善などを背景に景気は緩
やかな回復基調で推移しました。しかしながら、夏
場に国内で相次いだ自然災害や米国と中国の貿易摩
擦の深刻化などによる経済への影響が懸念されてお
ります。
　飼料業界におきましては、飼料メーカー各社は、
主原料のとうもろこし価格上昇や円安基調で推移し
た為替相場などを受けて、４月及び７月に配合飼料
価格を値上げしました。値上げ後、さらに原料価格
が上昇したことや円安が進んだことなどから原材料
費が上昇し、収益環境は悪化しました。また、畜産
家の寡占化に伴うメーカー間の競争激化や夏場の自
然災害による影響も相まって、厳しい事業環境は続
いております。

株主の皆様へ

100,000

第70期

171,054

第71期

178,235

第72期

84,267 87,500 92,544

 （単位：百万円） 中間 期末

0

売上高 925億円（前年同期比5.8%増）

4,000

第70期

4,778

1,799

第71期

5,805

第72期

2,988 2,526

 （単位：百万円）

0

中間 期末

営業利益 25億円（前年同期比15.5%減）

代表取締役会長兼社長‌‌平 野　 宏
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　このような状況のなか、当社は顧客の利益に貢献
する差別化飼料の拡販や課題解決型提案営業の強化、
日本ハムグループ、伊藤忠商事グループとの資本業
務提携の推進、生産性向上活動の継続などにより、
業績の向上に努めてまいりました。
　その結果、当中間連結累計期間の業績は、売上高
は主力の飼料事業が前年同期を上回ったことなどに
より、前年同期比5.8％増の925億44百万円となり
ました。営業利益は、販売費及び一般管理費が減少
したものの、売上総利益率の低下などにより、前年
同期比15.5％減の25億26百万円となりました。経
常利益は、前年同期比15.1％減の26億94百万円、
親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比
14.1％減の18億40百万円となりました。なお、当
社北海道工場の至近で発生した北海道胆振東部地震
の影響については、お客様への安定供給に資する運
賃等の費用15百万円を特別損失に計上することにと
どまりました。
　また、2019年３月期の通期見通しにつきましては、
売上高1,860億円（前期比4.4％増）、営業利益61億
円（前期比5.1％増）、経常利益64億円（前期比4.6％

4,000

第70期

4,991

1,906

第71期

6,119

3,174

第72期

2,694

 （単位：百万円）

0

中間 期末

経常利益 26億円（前年同期比15.1%減）

3,000

第70期

3,423

1,355

第71期

4,252

2,141

第72期

1,840

中間 期末 （単位：百万円）

0

親会社株主に帰属する中間(当期)純利益
18億円（前年同期比14.1%減）

増）、親会社株主に帰属する当期純利益44億円（前
期比3.5％増）を見込んでおります。
　当社はROEの引き上げに向けた経営目標である畜
産飼料販売量330万トン、売上高営業利益率３％を
ともに達成するために、以下の方策に取り組んでま
いります。
　顧客価値の創造に貢献するため、お客様との取組
をさらに強化し、新製品及び差別化飼料の開発・製
造をより一層推進してまいります。また、2019年６
月に稼働予定の釧路工場を活用してお客様に貢献す
ることで、さらなる拡販を図り、業績の向上を目指
します。

　株主の皆様には、一層のご支援ご鞭撻を賜ります
ようお願い申しあげます。

2018年12月
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セグメント別概況

飼料
84.3％

（780億２百万円）

その他
5.2％
（47億92百万円）

コンシューマー・
プロダクツ
10.5％（97億49百万円）

セグメント別
売上高構成比

飼料
84.6％

（25億35百万円）

その他
12.8％（３億83百万円）

コンシューマー・
プロダクツ
2.6％
（79百万円）

セグメント別
利益構成比

飼料 畜水産飼料の製造販売

業績
売上高は、飼料販売量、平均販売価格ともに前年同期を上回ったことにより、
前年同期比6.1％増の780億２百万円となりました。セグメント利益は、原材
料価格上昇により原料ポジションが悪化したものの畜産飼料販売量が前年同期
比2.5％増と堅調に推移したこと、飼料価格安定基金負担金の軽減により販売
費及び一般管理費が減少したことなどにより、前年同期比0.3％増の25億35
百万円となりました。

第71期中間

73,550

第72期中間

78,002

第71期中間

2,528

第72期中間

2,535

売上高 （単位：百万円） セグメント利益 （単位：百万円）養鶏用飼料

養豚用飼料

養牛用飼料

養魚用飼料
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業績

業績

売上高は、畜産物及び特殊卵の販売量が増加したため、前年
同期比5.7％増の97億49百万円となりました。セグメント利
益は、ペットフードの販売量が減少したこと、運賃などの費
用が増加したことなどにより、前年同期比56.2％減の79
百万円となりました。

売上高は、畜産用機器の販売台数が増加したことなどにより
前年同期比1.4％増の47億92百万円となりました。セグメン
ト利益は、畜産用機器において利益率の高い海外向けの販売
台数が減少したこと、原価の上昇により利益率が低下したこ
となどにより前年同期比27.3％減の３億83百万円となりま
した。

第71期中間

9,221

第72期中間

9,749

第71期中間

180

第72期中間

79

売上高 （単位：百万円） セグメント利益 （単位：百万円）

第71期中間

4,728

第72期中間

4,792

第71期中間

528

第72期中間

383

売上高 （単位：百万円） セグメント利益 （単位：百万円）

消費者向けの畜水産物の販売、ペットフードの製造販売コンシューマー・プロダクツ

畜産用機器の販売、肥料の製造販売、不動産賃貸、保険代理業その他
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中間連結財務諸表

● 中間連結貸借対照表 （単位：百万円）
前期末

（2018年３月31日）
当中間期末

（2018年９月30日）
前期末

（2018年３月31日）
当中間期末

（2018年９月30日）
（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

工 具、 器 具 及 び 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

退 職 給 付 に 係 る 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

50,748

5,494

33,526

2,830

653

7,539

1,214

△512

28,606

21,562

6,237

5,393

714

8,520

11

686

273

6,770

5,755

3

1,244

△232

53,016

4,961

34,828

3,222

660

7,681

2,034

△372

29,367

22,548

6,089

5,066

770

8,525

9

2,087

275

6,544

5,569

3

1,226

△255

（ 負 債 の 部 ）
流 動 負 債 22,182 23,002
買 掛 金 14,418 15,489
短 期 借 入 金 1,363 1,298
１年内返済予定の長期借入金 1,488 1,339
未 払 法 人 税 等 1,238 879
賞 与 引 当 金 541 689
役 員 賞 与 引 当 金 113 −
そ の 他 3,019 3,306

固 定 負 債 6,281 7,061
長 期 借 入 金 3,722 4,377
債 務 保証損失引当金 25 53
退 職 給付に係る負債 613 635
資 産 除 去 債 務 85 86
そ の 他 1,834 1,909

負 債 合 計 28,463 30,064
（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 48,735 50,211
資 本 金 4,736 4,736
資 本 剰 余 金 4,356 4,356
利 益 剰 余 金 39,677 41,154
自 己 株 式 △34 △34

その他の包括利益累計額 1,522 1,458
その他有価証券評価差額金 1,607 1,477
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △24 46
為 替 換 算 調 整 勘 定 △10 △23
退職給付に係る調整累計額 △50 △40

非 支 配 株 主 持 分 633 649
純 資 産 合 計 50,891 52,320

資 産 合 計 79,355 82,384 負 債 純 資 産 合 計 79,355 82,384
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● 中間連結損益計算書 （単位：百万円）
前中間期

2017年４月１日から（2017年９月30日まで）
当中間期

2018年４月１日から（2018年９月30日まで）
売 上 高 87,500 92,544
売 上 原 価 78,219 84,271

売 上 総 利 益 9,280 8,272
販売費及び一般管理費 6,292 5,746

営 業 利 益 2,988 2,526
営 業 外 収 益 206 221
受 取 利 息 10 2
受 取 配 当 金 107 118
持分法による投資利益 15 21
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 1 1
そ の 他 72 76

営 業 外 費 用 21 52
支 払 利 息 16 15
債務保証損失引当金繰入額 1 28
為 替 差 損 − 3
そ の 他 2 5

経 常 利 益 3,174 2,694
特 別 利 益 10 12
固 定 資 産 売 却 益 2 4
ゴルフ会員権売却益 0 −
補 助 金 収 入 8 8

特 別 損 失 21 21
固 定 資 産 除 売 却 損 10 5
投資有価証券評価損 10 −
ゴルフ会員権評価損 0 1
災 害 に よ る 損 失 − 15

税金等調整前中間純利益 3,163 2,685
法人税、住民税及び事業税 1,136 838
法 人 税 等 調 整 額 △119 △11
法 人 税 等 合 計 1,016 827
中 間 純 利 益 2,147 1,857
非支配株主に帰属する中間純利益 6 17
親会社株主に帰属する中間純利益 2,141 1,840

● 中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）
前中間期

2017年４月１日から（2017年９月30日まで）
当中間期

2018年４月１日から（2018年９月30日まで）
営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 57 1,852

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △719 △2,472

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △345 83

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に
係 る 換 算 差 額 △1 3

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 （ △ は 減 少 ） △1,009 △533

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 首 残 高 6,521 5,484

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
中 間 期 末 残 高 5,511 4,951

詳細情報は 中部飼料IR 検索
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現在は基礎工事が進
められています。

※2018年10月下旬撮影

◇新工場＜釧路工場＞の建設工事着工

クローズアップ ＜マルナカ＞

2018年5月23日、
釧路工場建設の地鎮
祭を行いました。

地鎮祭の様子

基礎工事の様子
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　畜産業が盛んな道東エリアに工場を新設することで、更なる安定
供給体制の充実化を図ります。また、長距離輸送にかかるコストを
抑制することで、お客様の利益向上に貢献し、飼料の拡販に繋げて
まいります。

　これまで当社が蓄積してきた工場ノウハウをAIやIoT等の最新技術
とリンクさせることにより、少人化を目指しております。コストを
抑えて品質の高い飼料を製造すべく諸課題に取り組んでまいります。

釧路工場完成イメージ

◇釧路工場建設の目的

◇釧路工場の特長

＜概要＞
・建築面積 4,300㎡
・投資額 約60億円
・資金計画 自己資金にて充当
・製造能力 月2万トン
・対象畜種 養鶏用、養豚用、養牛用
・稼働予定 2019年6月
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株式の状況

株式状況（2018年9月30日現在）

■所有者別株主比率 ■所有者別株式比率

■発行可能株式総数‌ 80,000,000株
■発行済株式の総数‌ 30,371,908株
■株主数‌ 4,975名
■大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
千株 ％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,269 7.48
日本生命保険相互会社 1,486 4.90
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,000 3.29
豊田通商株式会社 945 3.11
日本ハム株式会社 945 3.11
伊藤忠飼料株式会社 945 3.11
平野殖産株式会社 893 2.94
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 823 2.71
株式会社横浜銀行 815 2.68
東京海上日動火災保険株式会社 754 2.48

（注）持株比率については、自己株式（54,732株）を控除して算出しております。

金融機関
0.6％

外国法人等
2.7％

個人・その他
92.8％

自己名義株式
0.0％

金融商品
取引業者
0.6％

その他の法人
3.3％

金融機関
28.9％

その他の法人
35.1％

個人・その他
21.4％

外国法人等
13.1％

金融商品
取引業者
1.3％

自己名義株式
0.2％
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会社概要・拠点紹介

食肉鶏卵事業部
鶏卵販売 関東営業所
食肉鶏卵事業部 食肉課
仕入部肥料部 武豊工場

肥料部 名古屋営業所

食肉鶏卵事業部
鶏卵販売 名古屋営業所

加茂牧場

本社

大府研究所

帯広営業所
しらおい牧場

東北アンサーファーム

南東北営業所

大井川試験場
水産部 静岡工場

水産部
四国営業所 食肉鶏卵事業部

鶏卵販売 関西営業所

水産部 九州営業所

北海道工場

八戸工場

鹿島工場
肥料部 関東営業所

志布志工場
水産部 志布志出張所

水島工場
肥料部 西日本営業所

知多工場
水産部 名古屋営業所

肥料部 神栖工場

会社概要（2018年9月30日現在）

■‌会 社 名 中部飼料株式会社
CHUBUSHIRYO‌CO.,‌LTD.

■‌本店所在地 名古屋市中区錦二丁目13番19号

■‌Ｔ Ｅ Ｌ 052−204−3050

■‌設 立 1949年３月24日

■‌資 本 金 4,736百万円

■‌取締役及び監査役
代表取締役会長兼社長 　 平 野 　 宏
代表取締役副社長 　 平 野 晴 信
専 務 取 締 役 　 藤 田 京 一
常 務 取 締 役 　 牧 田 健 二
常 務 取 締 役 　 近 藤 祐 司
取 締 役 　 伊 藤 敏 宏
取 締 役 　 全 屋 和 夫
取 締 役 　 小 林 洋 哉
取 締 役 　 酒 井 映 子
常 勤 監 査 役 　 若 山 茂 樹
監 査 役 　 岩 佐 和 彦
監 査 役 　 亀 井 　 淳
（注）‌‌取締役小林洋哉及び酒井映子並びに監査役岩佐和彦‌

及び亀井淳は、社外役員であります。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 ４月１日〜翌年３月31日
期末配当金受領株主
確 定 日 ３月31日

中間配当金受領株主
確 定 日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1−1
℡　0120−232−711（通話料無料）
郵送先　‌‌〒137-8081‌新東京郵便局私書箱第29号

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

東京証券取引所・名古屋証券取引所
電子公告により行う
公告掲載URL　https://www.chubushiryo.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に公告いたします。）

（ご注意）
１．‌‌株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理

機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理
人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．‌‌特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっております
ので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店
にてもお取次ぎいたします。

３．‌‌未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

ホームページのご案内
当社のホームページでは、会社概要やIRの最新情報
などをご参照いただけます。
なお、スマートフォンにも対応しております。

https://www.chubushiryo.co.jp/


